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は  じ  め  に 
 

札幌市では、これまでに子どもの権利の保障をより一層推進しようという思いから、

子どもの権利条例の制定に取り組んできました。昨年の平成 19 年２月には、多くの市

民議論を経た後、市議会に条例案を提案しましたが、残念ながら成立には至らなかった

ということもありました。 

そのような流れの中、平成 19 年８月 27 日に、私たち 12 人の委員で構成する「札幌

市子どもの権利条例検討会議」が設置され、市長から諮問を受けることとなったのです。 

検討会議では、これまでの策定プロセスを踏まえて、当初の条例案を最大限尊重しよ

うという姿勢を保ちつつ、様々な角度からの検証を重ね、さらによりよくするための工

夫ができないものかを考える一方で、救済制度の具体的な枠組みについても検討を進め

てきました。 

これらのうち、救済制度の検討に当たっては、子どもとの意見交換を実施するなどし

て、できるだけ子どものためになるような制度づくりを探ってきました。その結果考え

出されたこの新たな救済制度が、悩み苦しんでいる子どもたちの明日へのステップをサ

ポートできる、子どもたちにとって身近なものとなるよう願わずにはいられません。 

検討会議の設置以来、私たちは、前回の条例案のもととなっている「札幌市子どもの

権利条例制定検討委員会」の考え方を基盤に据えながら、わずか半年足らずという短い

期間に、12 回に及ぶ会議をしてきましたが、その間、毎回ほぼ全員が出席して、それ

ぞれが熱心に議論に加わり、時には意見の衝突がありながらも、最終的には、全員の意

見がまとまり、それがこのような形での答申となりました。 

札幌市のすべての子どもたちの未来のために、今後、札幌市そして札幌市議会は、確

固たる意志を持って、この私たちの答申の趣旨が実現するよう取り組んでいただけるも

のと信じて、この答申を提出します。 

最後に、この答申をまとめるに際し御協力いただきました関係機関、関係者の皆様に、

深く感謝申し上げます。 
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